
右人工股関節置換術　（ORT130R）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

生活動作・日常
動作・リハビリ

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 手術3日前 手術2日前 手術1日前 手術

 3日前 2日前 1日前 基準日

  手術前 手術中

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

１日２回、血圧などの測定があり
ます。

シャワー浴があります。

トイレを使用できます。

リハビリテーションを行います

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

１日２回、血圧などの測定があり
ます。

シャワー浴があります。

トイレを使用できます。

■身体的準備ができている
・体温【適正値：≦37.5℃】
・抗血小板剤・抗凝固剤が予定通り中止
されている
・禁煙ができている

   

   

   

   

   

■手術について理解できる
・オリエンテーション内容を言える
・手術・麻酔に対する不安の訴えがない
・説明内容に疑問・不信感の表出がない
・入院経過を言える

■日常生活の注意点について理解できる
・禁止肢位を言える
・禁忌肢位が守れている

   

   

   

   

浣腸の処置があります

手術で使用する点滴のルートを確
保します

１日２回、血圧などの測定があり
ます。

夕食以降絶食になります。水分は
飲んでいただいて構いません。

中止薬以外の常用薬は夕方まで内
服していただきます。

症状に応じて薬を使用します。何
かございましたらお声かけくださ
い。

シャワー浴があります。

トイレを使用できます。

手術時間につき説明します。

禁煙につき指導します。

クリニカルパス（入院生活の流れ
）について説明します。

弾性ストッキングのサイズを測定
します。

膝を伸ばし踵をベッドより１０ｃ
ｍほどあげる練習を行います

膝を伸ばす練習をします

足首や足の指の運動を指導します
。

手術前にどの程度障害があるか観
察します

爪切りを行います。

マニキュアを除去します。

常用薬を確認します。

夕まで食事があります。夕食以降
は絶食です。

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することができる

   

   

   

   

   

   

   

   

   

術前から点滴があります。

手術前に血圧などの測定がありま
す。

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

手術前にシャワー浴があります。

指輪・コンタクトレンズ・義歯な
どをはずします。

ご家族に手術室・家族相談室を案
内します。

手術前にどの程度障害があるか観
察します

手術着に着替えていただきます。

絶食です。

手術室で点滴を行います。

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

手術終了後に手術室でレントゲン
を撮ります。

手術

尿道バルンがはいります。

絶食



右人工股関節置換術　（ORT130R）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

生活動作・日常
動作・リハビリ

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 手術 手術後1日目 手術後2日目 手術後3日目 術後４日

 基準日 1日後 2日後 3日後 4日後

  手術後

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

   

   

   

   

   

痛み止めを処方します。

術後に点滴があります。

心電図モニター

指に酸素濃度モニターをつけます
。

マスクから酸素を投与します。

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

手術後よりフットポンプ使用しま
す

血液検査があります。

肺塞栓予防につき説明します。

手術後、医師よりご家族に説明が
あります。

シャンプス固定

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

うがいができます。

積極的に深呼吸していただきます
。

積極的に下肢の運動をしていただ
きます。

ベッドの頭側を高くします。

絶食

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

   

   

   

   

   

点滴があります。

心電図モニター

指に酸素濃度モニターをつけます
。

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

手術後よりフットポンプ使用しま
す

１日４回、血圧などの測定があり
ます。

朝から水分が飲めます。

回診にて離床を行います

血液検査があります。

全身清拭をします。

陰部の洗浄を行います。

トイレを使用できます。

肺塞栓予防につき説明します。

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

シャンプスを使用し創部を上に向
ける感じで真横をむきます

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

寝衣を交換します。

歩行を介助します。

離床できれば弾性ストッキングは
不要です。

昼から食事が始まります。

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温【適正値：≦37.5℃】
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■食事摂取ができる
・嘔気・嘔吐がない
・食事開始後に腹痛の訴えがない

■創部に問題がない
・創周囲に熱感がない
・創部の発赤がない

■疼痛のコントロールができている
・NRS【適正値：0/10～2/10】
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

■リハビリについて理解できる
・運動ができる

■疼痛コントロールについて理解できる
・疼痛時の対処ができる

■患肢の外転保持ができる
・良肢位ができている

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

点滴があります。

ドレーンを抜去します

ガーゼの交換を行います

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

1日2回、血圧などの測定がありま
す。

血栓予防の薬を再開、または開始
します

血液検査があります。

全身清拭をします。

陰部の洗浄を行います。

トイレを使用できます。

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

尿道バルンを除去します。

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

1日2回、血圧などの測定がありま
す。

血液検査があります。

全身清拭をします。

陰部の洗浄を行います。

トイレを使用できます。

尿道バルンを抜きます。

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

陰部の洗浄を行います。

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

手術後より手術部位や全身状態を
観察します



右人工股関節置換術　（ORT130R）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

生活動作・日常
動作・リハビリ

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書
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指導料・加算

 

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 術後５日 術後６日 術後７日 術後８日 術後９日

 5日後 6日後 7日後 8日後 9日後

  

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

弾性ストッキングを着用していた
だきます。

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

血液検査があります。

画像検査があります

全身清拭をします。

シャンプスからピローへの説明し
変更します

パス説明

シャンプス固定

SLR指導

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■合併症の症状・所見がない
・深部静脈血栓の症状がない

■感染の徴候がない
・体温上昇がない
・創部の発赤がない

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

■車椅子乗車ができる
・介助で車椅子移乗ができる
・自立で車椅子移乗ができる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します



右人工股関節置換術　（ORT130R）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

生活動作・日常
動作・リハビリ

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 術後１０日 術後１１日 術後12日 術後１３日 術後１４日

 10日後 11日後 12日後 13日後 14日後

  

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

抜糸を行います

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

■筋力が改善する
・ADLが改善する

■疼痛のコントロールができている
・鎮痛処置により疼痛を緩和することが
できる

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

   

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

血液検査があります。

画像検査があります

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します



右人工股関節置換術　（ORT130R）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

生活動作・日常
動作・リハビリ

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 術後１５日 術後１６日 術後１７日 術後１８日 術後１９日

 15日後 16日後 17日後 18日後 19日後

  

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します



右人工股関節置換術　（ORT130R）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

生活動作・日常
動作・リハビリ

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 術後２０日 術後２１日

 20日後 21日後

  

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します

   

   

   

   

   

   

   

   

■歩行ができる
・器具・装具・他者の援助でできる

■良肢位の保持ができる
・指示が守られている

   

■退院もしくは転院できる
・退院もしくは転院ができる

術後バイタル

1日1回、血圧などの測定がありま
す。

画像検査があります

全身清拭をします。

抜糸後よりシャワー浴ができます
。

パス説明

手術後より手術部位や全身状態を
観察します


